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ものやきものをすきです。（12 巻、7 頁） 
 





















































































ひとは透明な軌道をすすむ（2 巻、88-89 頁） 
 















































































































7 佐藤成『証言 宮澤賢治先生――イーハトーブ農学校の 1580日』農文協、1992年、115、245
頁参照。 
8 「かなしみ」に着目して賢治の倫理思想を考察している業績として、竹内整一『「かなしみ」の哲
学』ＮＨＫ出版、2009年、139-146頁が挙げられる。 
9 賢治の宇宙観に影響を与えていると考えられる仏教思想として、松岡幹夫は、天台教学の「一念
三千」論を挙げている（『宮沢賢治と法華経』昌平黌出版会、2015年、206-211頁参照）。また、
正木晃は、『華厳経』の「一即一切」「事事無碍」等の思想の影響の可能性を指摘している（「華
厳経／盧舎那仏」『宮澤賢治イーハトヴ学事典』弘文堂、2010年、157-158頁参照）。本稿が多
くを負っている、見田宗介による魅力的な賢治論『宮沢賢治 存在の祭りの中へ』（『定本 見田
宗介著作集』第九巻）岩波書店、2012年は、華厳思想的な存在論を重視した賢治解釈であるよ
うに思われる。 
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